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前
節
に
於
て
余
は
現
實
意
識
の
二
義
ヨ
①
藍
ω
ご
も
い
ふ
べ
き
戚
性
的
直
観
の
成
立
を
説
き
、
我
の

純
粋
活
動
、
意
志
の
純
粋
作
用
が
非
我
こ
し
て
の
室
問
的
徴
標
の
本
質
系
統
ご
相
互
制
限
の
關
係

に
撃
て
、
自
己
を
個
人
意
識
に
限
定
す
る
ご
同
時
に
後
者
を
他
の
本
質
系
統
ご
の
無
限
に
可
能
な

る
結
合
の
登
展
的
登
膿
の
中
に
於
て
限
定
す
る
も
の
な
る
こ
ご
を
述
べ
た
Q
察
問
的
徴
標
系
統

は
無
限
に
平
な
る
圓
の
挙
国
に
多
き
中
心
に
も
比
す
べ
き
無
限
の
本
質
結
合
の
中
心
を
僧
職
し
、

各
の
塞
間
的
徴
標
は
周
・
．
の
中
心
が
全
禮
に
謝
し
て
有
す
る
定
位
關
係
、
換
言
す
れ
ば
一
の
中
心
か

ら
他
の
中
心
へ
の
移
り
行
き
を
意
味
す
る
。
斯
か
る
關
係
の
禮
系
が
意
志
の
純
粋
活
動
ご
相
互

制
限
に
於
て
直
親
的
時
間
の
螢
展
の
中
に
限
定
せ
ら
れ
る
ご
き
直
願
母
型
間
こ
な
り
、
戚
性
的
直

観
が
成
立
す
る
の
で
あ
る
。
直
観
的
塞
問
は
現
實
意
識
の
制
約
こ
し
て
純
粋
作
用
の
制
限
を
な



　
　
し
、
一
の
制
限
ピ
他
の
制
限
、
部
ち
一
の
現
實
意
識
ご
他
の
現
實
意
識
ご
を
分
化
せ
し
め
る
も
の
で

　
　
あ
る
。
余
は
個
人
意
識
の
分
化
が
身
膿
の
制
約
に
基
く
ご
い
ふ
こ
ご
の
眞
の
意
味
は
、
此
様
に
・
直

　
　
観
方
塞
問
が
現
實
意
識
の
成
立
に
饗
し
必
要
な
る
個
人
意
識
の
分
化
菰
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
原
理

　
’
ε
な
る
こ
ご
に
存
す
る
の
で
あ
っ
て
．
又
撃
手
の
本
質
的
受
認
は
意
志
の
純
粋
活
動
に
謝
す
る
制

　
　
限
、
其
部
分
化
の
原
理
た
る
駈
に
あ
る
ご
思
ふ
。
前
節
に
余
が
｛
簿
巴
逆
路
窪
溜
9
蜜
昌
を
説
い
た
の
も

　
　
そ
の
意
昧
で
あ
乃
。
勿
論
何
故
に
意
志
の
作
用
結
合
が
室
間
に
由
ぢ
て
個
人
意
識
に
分
化
せ
ら

　
　
れ
な
け
れ
ば
辱
ら
な
℃
か
は
、
恰
も
唯
一
の
紳
が
何
故
に
雑
多
の
世
界
を
造
っ
た
か
ご
い
ふ
問
ご

　
　
同
じ
ぐ
説
明
を
絶
す
る
芝
で
あ
っ
て
、
我
々
は
唯
之
を
継
馬
国
事
實
以
前
の
根
本
的
事
實
ビ
し
て

　
　
承
認
す
る
外
無
い
も
の
で
あ
る
。
併
し
ビ
に
か
く
純
粋
活
動
の
制
限
せ
ら
れ
る
原
理
こ
し
．
て
塞

　
　
間
の
本
質
を
認
め
、
こ
れ
が
国
入
意
識
を
分
化
せ
し
め
る
の
で
あ
る
ご
考
へ
る
王
を
要
す
る
。
心

　
　
身
の
相
亙
鯛
係
如
何
の
問
題
の
如
き
も
、
其
解
決
に
際
し
て
は
之
を
念
頭
に
置
く
必
要
が
あ
る
の

　
　
で
は
あ
る
ま
い
か
。
併
し
な
が
ら
醗
っ
て
考
へ
る
ご
嚢
に
述
べ
た
如
く
、
直
槻
的
塞
間
は
直
親
的

　
時
間
に
於
て
始
め
て
實
現
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
之
を
離
れ
て
は
抽
象
的
可
能
的
た
る
に
止

　
ま
り
、
伺
夫
々
固
有
な
る
塞
間
的
徴
標
を
随
重
し
て
現
實
意
識
の
内
容
に
入
り
躍
る
各
丙
・
σ
q
ご
μ
の

瞬
盛
装
質
量
覆
的
静
寧
の
震
に
於
て
蓉
限
奪
ら
れ
る
の
で
の
る
。
純
粋
作
用
ご

　
　
　
　
　
　
認
識
識
魏
の
問
題
（
承
葡
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
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一
四
　
＼

し
て
の
意
志
に
結
合
限
定
せ
ら
れ
る
諸
作
用
の
結
合
は
不
断
の
推
移
を
な
す
も
の
で
あ
り
，
從
っ

て
之
に
封
鷹
す
る
内
容
も
ベ
ル
グ
ソ
ン
の
所
謂
露
丘
8
ヨ
○
。
。
o
の
妖
態
に
穿
て
直
管
的
時
間
の
中

に
人
格
的
統
一
を
保
ち
つ
つ
進
化
襲
展
す
る
。
而
し
て
眞
に
何
等
の
反
省
を
も
含
ま
ざ
る
直
接

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も

の
戚
性
，
的
野
観
を
考
へ
れ
ば
、
未
だ
圭
槻
ご
客
観
ご
の
樹
立
な
く
、
作
用
ご
内
容
ご
の
匠
別
も
無
い
Q

唯
あ
る
も
の
は
内
容
自
身
の
動
的
薮
展
望
統
一
ば
か
り
で
あ
る
。
其
故
若
し
表
象
を
以
て
凡
て

の
反
省
に
先
だ
つ
野
性
的
直
槻
を
組
戌
す
る
内
容
ご
作
用
こ
の
爾
者
を
指
す
も
の
ざ
す
れ
ば
、
心

理
學
立
脚
地
か
ら
此
雨
乞
の
二
選
を
な
す
こ
ご
は
・
勿
論
出
來
る
こ
し
て
も
、
直
接
に
表
象
そ
の
も

の
の
霊
験
に
於
て
此
爾
面
の
麗
別
を
な
す
事
は
出
來
な
い
筈
で
あ
っ
て
、
況
や
其
作
用
、
内
容
に
樹

立
す
る
も
の
ご
し
て
の
、
霊
的
を
認
め
る
如
き
こ
ご
は
全
く
不
可
能
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
勿
諭

表
象
は
其
作
用
に
甥
癒
す
る
志
向
的
内
容
を
通
し
て
、
更
に
超
越
的
の
饗
象
を
意
昧
す
る
ご
考
へ

る
こ
ご
も
表
象
こ
い
ふ
概
念
の
解
坐
し
方
如
何
に
由
っ
て
は
出
摩
る
こ
ビ
で
あ
り
、
叉
そ
れ
が
哲

學
的
の
反
省
に
先
だ
つ
て
常
識
の
承
認
す
る
實
際
の
事
實
に
よ
く
適
合
す
る
厨
も
あ
る
こ
ご
は

認
め
な
け
れ
ば
な
ら
澱
。
併
し
な
が
ら
專
ら
作
用
の
ピ
①
蓉
琵
。
q
そ
れ
に
封
・
懸
す
る
志
向
的
内
容

の
苧
環
、
に
重
き
を
置
き
て
心
的
作
用
を
洗
浄
規
定
す
る
立
場
を
課
る
な
ら
ば
、
意
識
に
町
立
し
、
之

を
超
越
し
て
存
立
す
る
ビ
考
へ
ら
れ
る
蜀
象
を
要
求
す
る
こ
ご
な
き
、
何
等
の
反
省
を
含
ま
ざ
る
．



　
直
槻
の
段
階
に
於
け
る
聖
意
的
内
容
の
志
向
的
作
用
ご
、
斯
が
る
志
向
作
用
を
豫
廉
し
て
更
に
其

　
上
に
該
作
用
ご
濁
立
な
る
樹
象
の
存
立
を
要
求
し
、
之
に
關
係
す
る
こ
い
ふ
意
味
を
含
む
内
容
に

　
志
向
す
る
所
の
作
用
ご
は
明
に
匿
画
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
表
象
の
概
念
が
前
者
を
意
味

　
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
同
時
に
後
者
を
意
昧
す
る
こ
ご
は
幽
來
す
、
又
若
し
爾
者
を
表
象
こ
い
ふ
な

　
ら
ば
、
夫
々
の
場
合
に
於
て
概
念
の
内
容
が
異
な
る
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
○
余
は
第
一
の
場

　
合
、
郎
ち
反
省
を
含
ま
ざ
る
直
接
の
威
性
的
直
観
の
作
用
的
方
面
を
、
成
す
志
向
作
用
の
み
を
表
象

　
作
用
ご
恐
し
、
後
者
を
之
ご
旺
摂
し
だ
い
ご
思
ふ
。
此
意
味
に
於
て
は
表
象
作
用
は
超
越
的
の
封

　
・
象
に
關
点
せ
ざ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
其
の
關
係
す
る
斯
は
軍
に
そ
れ
が
志
向
す
る
内
在
的
な
る
封

　
象
、
一
履
適
切
に
は
志
向
的
内
容
の
み
に
止
ま
る
。
　
り
。
ケ
ル
ト
が
表
象
を
以
て
何
等
超
越
的
の

　
．
醤
象
を
要
求
す
る
も
の
で
な
い
こ
し
た
の
も
之
に
一
致
す
る
。
併
し
な
が
ら
戚
性
的
直
覧
に
於

　
で
表
象
せ
ら
れ
る
内
容
は
本
來
意
識
せ
ら
れ
る
と
せ
ら
れ
ざ
る
ご
に
拘
り
な
く
存
立
す
る
本
質

　
．
を
要
素
こ
し
、
唯
其
結
合
限
定
の
み
が
事
實
（
但
し
未
だ
客
槻
化
ぜ
ら
れ
ざ
る
直
管
鮒
の
の
範
．
圃
に

　
属
す
る
も
の
で
あ
り
、
而
も
一
度
結
合
限
定
せ
ら
れ
て
意
識
せ
ら
れ
た
内
容
は
不
断
瑳
展
の
意
識

　
に
於
で
永
久
に
消
え
ざ
る
閲
歴
こ
し
て
存
噛
し
、
爾
後
如
何
な
る
意
識
登
展
の
段
．
階
に
於
て
も
同

意
あ
内
容
慨
然
欝
）
蔀
ご
し
て
諫
覆
す
一
が
河
能
で
あ
る
ビ
い
ふ
畷
を
内
含
す
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｝
山
ハ

脇　
る
。
於
此
斯
か
る
内
容
を
内
面
的
に
窟
己
同
｝
な
る
も
の
ε
し
て
統
一
し
、
之
を
意
識
襲
展
の
時

　
間
的
推
移
に
濁
立
な
る
も
の
こ
し
て
定
立
し
、
超
時
間
的
の
存
立
を
有
し
て
現
計
意
識
の
画
展
過

　
程
ご
封
立
す
る
も
の
ご
承
認
す
る
こ
ε
が
出
血
る
。
是
れ
ソ
ッ
プ
ス
が
U
①
三
く
2
＜
9
ρ
ご
甚
し
だ

　
．
露
な
る
作
用
で
あ
っ
て
、
思
惟
の
最
初
の
段
階
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
其
作
用
に
由
っ
て
統
一
定

　
立
承
認
せ
ら
れ
る
も
の
が
劉
象
に
外
な
ら
漁
。
今
迄
輩
に
内
容
ご
作
用
こ
の
爾
面
の
融
合
せ
る

　
も
の
ご
し
て
存
し
た
表
象
は
此
作
思
に
由
っ
て
始
め
て
封
象
に
關
塾
す
る
こ
ご
こ
な
る
。
襲
に

　
遮
心
し
た
第
二
の
意
味
に
於
て
表
象
ご
い
ふ
語
を
解
し
、
所
謂
表
象
の
唇
面
ご
総
す
る
の
は
郎
ち

　
此
U
。
算
窪
く
。
詳
の
作
用
に
由
っ
て
定
立
せ
ら
れ
る
饗
象
を
い
ふ
に
密
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
余
が

　
解
せ
る
軍
に
。
貯
N
拐
3
＆
簑
・
・
Φ
搬
。
・
。
目
。
置
窪
ω
（
ピ
。
け
N
ρ
ピ
。
四
這
Q
∩
二
い
．
）
こ
し
て
の
第
一
の
意
味
に
於
け
る

　
表
象
の
關
は
る
所
で
は
な
い
。
　
マ
イ
ノ
ン
グ
の
如
き
も
「
表
象
作
用
に
基
い
て
心
的
に
實
現
す
べ

　
き
一
切
の
も
の
か
ら
全
く
解
放
し
だ
場
合
に
は
、
＜
○
翼
亀
卜
は
ヨ
乞
窪
ご
馬
標
に
全
然
受
動
的
な

　
る
甫
嶺
（
℃
p
。
。
晋
窪
N
望
ω
最
早
）
で
あ
る
」
こ
し
て
必
ず
一
の
6
舞
た
る
劉
象
の
把
捉
ご
は
品
別
し
な
け

　
れ
ば
な
ら
ぬ
乙
を
説
い
た
（
蚕
齢
§
び
q
植
寧
窪
》
窪
舷
μ
§
p
。
。
』
ω
い
）
。
ヅ
ィ
タ
セ
ー
ク
が
〉
甑
魯
鋒
の

　
性
質
を
有
す
る
℃
聲
。
窯
。
・
。
冨
日
置
σ
q
画
一
鐘
ぎ
匪
別
し
て
ぽ
。
・
。
・
岡
鼠
舞
を
本
性
こ
す
る
℃
超
。
げ
凶
。
。
9
0
＜
o
お
彗
σ
q
Φ

　
・
を
考
ハ
、
、
後
者
に
戚
畳
、
表
象
の
作
用
を
心
せ
し
め
た
の
も
同
意
で
あ
る
（
乏
冨
。
。
。
F
O
℃
・
。
搾
ω
・
。
。
い
）
。
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而
し
て
此
こ
ε
は
輩
に
経
験
的
心
理
學
の
立
場
か
ら
認
め
ら
れ
る
内
省
の
事
實
た
る
に
止
ま
る

も
の
で
は
な
く
、
先
験
的
に
も
深
き
意
味
を
有
す
る
こ
ご
こ
い
は
な
け
れ
ば
な
ら
訟
。
故
如
何
こ

な
れ
ば
、
作
用
の
直
接
結
合
を
な
す
純
粋
作
用
ビ
し
て
の
意
志
の
活
動
は
あ
淀
か
も
フ
ィ
ヒ
プ
の

筈
ω
聖
訓
日
冨
ω
房
脅
。
・
H
。
ゲ
の
．
如
く
、
そ
れ
の
み
で
現
實
の
意
識
を
成
立
せ
し
む
る
事
は
寓
言
な
い
の

で
あ
っ
て
、
我
ご
濁
立
に
そ
れ
自
身
の
存
立
を
有
す
る
非
我
ご
し
て
の
戚
畳
の
本
質
、
殊
、
に
幽
間
的

徴
表
の
本
質
系
統
を
髭
け
三
ρ
o
瀞
魯
に
豫
卸
し
、
爾
者
の
相
亙
制
限
に
由
り
ω
巻
夢
。
ω
置
の
段
階
に
於
て

戚
性
的
直
観
を
成
立
せ
し
め
、
フ
ィ
ヒ
テ
の
所
謂
国
日
工
｛
凱
毒
σ
q
1
1
H
邑
。
監
民
三
四
（
霊
げ
酔
ρ
9
量
募
ω
紆
。
。

図
㎡
2
露
ミ
闘
9
窪
α
2
乏
一
萌
ω
。
諺
畠
聾
浄
ぎ
P
累
Φ
山
陶
2
，
ω
。
ぽ
〉
覇
四
・
O
。
・
一
H
．
）
ご
し
て
の
戚
難
治
表
象
を
意
識

す
る
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
℃
霧
ω
イ
亀
N
器
§
己
π
り
N
門
δ
欝
民
心
＄
い
飢
号
器
た
る
は
、
正
に
純
粋
作

用
の
倉
皇
的
本
質
に
依
る
制
限
に
因
由
す
る
Q
併
し
な
が
ら
他
の
座
面
か
ら
頗
る
な
ら
ば
此
機

な
内
容
が
意
識
せ
ら
れ
る
こ
い
ふ
こ
ご
は
已
に
前
節
に
述
べ
だ
如
く
，
純
粋
作
用
の
作
用
結
合
の

登
展
に
於
て
、
當
該
戚
豊
的
本
質
系
統
を
中
心
に
置
く
結
合
が
無
限
の
可
能
的
結
合
の
中
か
ら
限

定
實
現
せ
ら
れ
る
こ
ご
を
意
嬉
し
、
爾
一
度
中
心
的
位
置
に
置
か
れ
て
意
識
せ
ら
れ
た
内
容
は
記

憶
に
維
持
せ
ら
れ
て
爾
後
螢
移
す
る
純
粋
作
用
の
作
用
結
合
に
必
ず
墾
心
す
る
の
で
あ
る
。
斯

く
て
戚
性
的
直
観
の
内
容
は
同
一
の
純
粋
作
用
に
依
る
限
定
的
統
マ
を
綴
直
す
る
ご
同
時
に
、
直
乳

　
　
　
　
認
識
生
親
の
問
題
（
承
前
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝
七
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蒐
研
究
第
六
捨
峯
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
天
　
城

観
時
間
的
獲
展
を
内
面
的
に
含
蓄
し
て
居
る
。
此
内
面
的
同
一
の
媒
介
を
池
じ
て
丙
面
的
相
違

に
於
て
登
展
す
る
歯
噛
内
容
を
、
論
理
の
根
本
原
則
に
從
ひ
自
同
の
關
係
に
於
て
統
一
し
．
内
面
的

に
潜
在
す
る
自
同
の
關
係
を
原
理
的
に
顯
現
し
て
、
其
恒
常
性
を
不
断
に
登
貸
す
る
現
實
意
識
作

用
に
饗
立
せ
し
め
る
の
が
．
郎
ち
U
。
葺
。
眠
く
。
詳
の
作
用
で
あ
る
。
面
し
て
已
に
現
實
意
識
の
襲
展

ε
濁
立
な
る
恒
常
性
を
原
理
的
に
定
立
す
る
に
由
り
、
そ
の
成
果
は
菅
に
直
槻
的
時
間
を
超
越
す

る
の
み
な
ら
す
、
現
實
意
識
が
無
限
に
可
能
な
る
作
用
結
合
の
限
定
ご
し
て
成
立
す
る
に
必
要
な

る
條
件
ε
し
」
て
の
直
親
的
空
間
の
制
約
を
も
離
脱
し
て
、
完
全
に
超
個
人
的
な
る
普
遍
要
當
の
意

昧
を
有
す
る
も
の
ご
な
る
。
之
に
由
っ
て
一
始
め
て
意
識
は
白
H
巳
に
…
樹
立
す
る
封
書
を
有
す
る
由
畢

こ
な
る
の
で
あ
る
。
フ
ィ
ヒ
テ
が
我
は
戚
畳
に
於
て
自
己
の
内
に
登
遇
し
た
制
限
を
反
省
し
て
、

制
限
者
ご
し
の
非
我
を
直
観
し
、
更
に
之
を
反
省
し
て
其
内
容
が
本
曇
構
想
力
に
依
る
自
己
の
所

産
に
外
な
ら
ざ
る
こ
、
8
を
自
畳
し
つ
、
、
之
を
一
定
の
法
期
に
由
っ
て
固
定
す
る
そ
の
く
①
鼓
實
祭

闘
σ
q
窪
即
ち
N
弩
G
∩
叶
魯
窪
町
貯
鵬
窪
の
作
用
を
、
＜
興
。
。
聾
嵐
に
卑
し
た
そ
の
意
味
に
於
て
、
正
し
く
U
。
昆
窪

く
皐
は
悟
性
の
作
用
に
外
な
ら
濾
（
霊
。
窪
ρ
9
巷
亀
お
。
一
戸
無
巽
≦
認
窪
。
。
。
ぎ
隷
δ
一
ρ
戦
9
寓
。
臼
9
霧
。
冨
》
塁
四
．

ψ
赴
℃
七
α
嚇
9
毒
象
ω
ω
・
ω
・
ω
ω
α
1
ω
ぐ
）
。
六
っ
て
カ
ン
ト
が
理
性
批
判
第
一
版
の
d
巳
爵
け
…
9
μ
に
於

で
説
い
た
、
直
撃
の
〉
署
器
竃
コ
ω
δ
p
に
由
っ
て
内
面
的
の
綜
合
に
於
て
把
捉
せ
ら
れ
た
指
標
の
内
容



　
が
謹
ハ
綜
合
に
構
想
力
の
再
現
を
聯
想
す
る
も
の
こ
し
て
其
時
間
上
の
相
違
を
内
面
的
に
意
議
せ

　
し
め
、
斯
か
る
内
面
的
相
惚
を
有
す
る
多
機
の
要
素
の
内
面
的
綜
合
が
悟
性
の
法
則
に
從
っ
て
，
合

　
理
化
せ
ら
れ
、
合
法
的
結
舎
こ
し
て
概
念
に
果
て
再
認
せ
ら
れ
る
限
り
客
槻
的
の
劃
象
が
成
立
す

　．

驍
ｱ
い
ふ
手
績
も
、
我
々
は
之
を
戚
性
的
直
筆
の
表
象
内
容
か
ら
U
Φ
鼻
9
く
9
副
に
依
っ
て
幻
象
が

　
定
立
せ
ら
れ
る
過
程
の
内
に
螢
罪
す
る
こ
ご
が
出
量
る
で
め
ら
う
。
勿
論
此
過
程
を
軍
に
内
省

　
野
辺
實
ご
い
ふ
立
場
か
ら
磨
る
な
ら
ば
リ
ッ
プ
ス
の
云
っ
た
如
く
、
表
象
内
容
例
へ
ば
目
喜
9
。
野
村
自
・
q

　
に
》
熱
謬
豊
自
琶
白
簿
一
暦
精
密
に
は
浮
雰
の
の
毒
σ
q
ω
葎
博
σ
q
冨
醐
瞥
な
る
葺
①
5
N
妻
δ
民
§
㈲
を
向
け
る
こ
ご

　
に
量
り
、
お
の
つ
か
ら
此
内
容
に
相
慮
す
る
鋤
象
、
例
へ
’
ば
Ω
・
σ
q
窪
ω
琶
己
佐
碧
が
　
軽
鴨
磐
。
。
蔀
ぎ
膨
口
せ
ら

　
れ
る
、
此
作
用
が
U
o
導
窪
く
。
昌
で
あ
る
こ
い
ふ
以
上
に
何
も
言
ふ
こ
ご
は
揖
摩
な
い
か
も
知
れ
な

　
－
い
。
（
ご
毛
9
0
℃
・
簿
・
¢
い
一
ム
。
。
）
。
而
し
て
ソ
ッ
プ
ス
が
此
場
合
に
肖
三
益
帥
竈
禦
ご
O
讃
9
周
置
。
琶
嵐
b
⇔
転
質

　
ε
は
篶
豊
無
量
叶
に
於
て
異
乃
所
書
一
．
唯
我
に
醤
す
る
U
蓬
、
塁
・
①
に
曾
て
量
る
の
み
、
砕
δ
酔
・

　
冒
歪
鎖
・
露
量
苞
麺
・
一
興
量
並
汁
巷
鳥
Ω
・
σ
q
・
器
け
弩
＾
剛
N
隻
こ
μ
ψ
＝
邑
】
星
置
r
。
～
2
犀
冨
蕊
同
集
。
プ
費
の
。
。
・
、
類
霧
・
．
ω
銘
同

　
奉
送
窪
（
○
。
・
D
。
。
）
ご
言
っ
た
の
も
「
一
懇
の
四
号
あ
る
こ
ご
こ
い
は
な
け
れ
ば
な
ら
組
。
ト
7
ル
ー
3

　
フ
ス
キ
イ
が
⑦
ぎ
砕
。
滞
Q
お
①
窮
憲
乱
①
の
表
象
に
於
て
は
表
象
樹
象
の
表
象
内
容
に
封
ず
る
国
議
が

　
輩
に
く
。
お
象
亀
コ
く
。
猛
魯
二
二
危
μ
創
。
昌
H
夢
鼻
に
斎
き
る
ざ
す
る
の
も
同
意
で
あ
ち
う
（
ゴ
舜
瓦
9
’
色
許

謝
　
　
四
三
の
膿
（
承
荊
）
　
、
　
，
，
弩
　
，
　
　
　
－
＝
九
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哲
學
研
究
第
六
蜘
峯
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
｝
δ

N
貝
ピ
。
守
。
〈
o
日
H
三
乾
け
二
一
益
Ω
①
σ
q
①
春
霞
巳
α
興
く
。
『
簿
亀
毎
μ
σ
q
o
P
Q
Q
・
α
。
。
）
こ
れ
は
一
層
精
細
に
フ
ヅ
ず
ー
ル

の
如
く
≧
〈
β
奏
ま
鐸
ご
》
簿
爆
心
。
冨
ご
を
匿
別
し
て
考
へ
る
な
ら
ば
、
本
四
意
識
せ
ら
れ
る
ご
否
ご

、
に
拘
ら
す
存
立
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
意
識
せ
ら
れ
る
こ
ご
に
由
り
何
等
の
気
化
を
受
け
る
の
で

も
な
い
こ
い
は
れ
る
本
質
こ
し
て
の
琶
窪
が
く
。
眞
亀
Φ
昌
ε
U
o
鼻
2
く
9
μ
こ
の
二
つ
の
相
異
る
作

用
に
鋼
し
、
そ
の
相
異
る
》
ζ
虐
9
熱
洋
に
も
拘
ら
す
共
通
な
る
≧
ハ
ぎ
鼻
面
と
し
て
各
の
》
聾
臼
δ
げ
⇒
ポ

に
囚
。
ヨ
℃
o
養
旨
こ
な
る
こ
ご
を
謂
ふ
の
で
あ
る
ε
解
す
る
こ
ご
が
出
漁
や
う
（
＝
q
ω
騎
。
曇
り
。
σ
q
凶
。
・
畠
。

¢
暮
。
糖
9
同
崔
面
。
⇒
H
H
・
目
・
し
り
・
台
一
）
Q
併
し
な
が
ら
こ
の
二
つ
の
作
用
が
》
窪
ρ
最
高
¢
に
於
て
如
何
に
相

違
す
る
か
ご
い
ふ
問
題
を
先
験
心
理
學
的
に
考
へ
る
な
ら
ば
、
＜
○
気
当
Φ
旨
に
於
て
は
野
性
的
直
親

が
或
特
定
の
本
質
、
例
へ
ば
国
鴛
の
本
質
を
中
心
ご
す
る
戚
壁
画
本
質
系
統
の
限
定
的
結
合
ビ
し

て
成
立
す
る
に
際
し
、
同
一
な
る
内
容
が
同
一
な
る
純
粋
作
用
に
依
る
限
定
的
結
合
の
内
に
於
て

内
面
的
に
存
績
す
る
こ
ご
を
意
早
し
、
而
し
て
此
内
面
的
に
存
果
す
る
内
容
の
自
同
性
を
同
一
な

る
耳
玉
作
用
の
爽
展
を
通
し
℃
、
そ
の
純
輝
作
用
に
封
ず
る
≧
糞
。
ω
。
。
こ
な
る
も
の
こ
し
て
自
渇
す

る
の
が
U
。
簿
2
く
。
μ
で
あ
る
こ
い
ふ
外
無
い
。
自
同
の
原
理
は
墨
型
畳
の
原
理
で
あ
る
。
　
か
ン

ト
も
甲
唄
枇
鋼
第
一
版
の
U
。
曾
窪
9
ρ
に
潤
て
、
直
壁
の
》
毛
邑
姦
μ
ぎ
昌
に
已
に
構
想
力
の
綜
合
を

予
想
す
る
事
を
説
い
た
が
（
》
φ
一
図
。
。
∴
o
o
）
、
實
際
直
槻
的
時
間
の
登
展
に
於
て
内
面
的
に
綜
合
せ
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ら
れ
る
戚
性
的
直
槻
の
表
象
内
容
は
、
過
去
の
内
容
の
維
持
、
或
は
カ
ン
ト
の
所
謂
轟
生
を
豫
慨
し

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
か
ら
、
具
膿
的
に
は
桃
想
力
を
侯
っ
て
直
撃
が
實
現
せ
ら
れ
る
こ
い

は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
此
の
構
想
力
を
通
じ
て
實
現
せ
ら
れ
た
る
直
槻
の
内
面
的
綜
合
が
く
。
マ

ω
箆
⑤
同
に
相
早
し
、
而
し
て
こ
の
綜
合
を
反
省
し
て
思
惟
の
先
験
原
理
に
從
ひ
自
題
し
・
之
を
合
法

的
な
る
綜
合
に
展
開
す
る
の
が
U
窪
冨
昌
く
9
μ
で
あ
る
。
そ
の
所
謂
思
惟
の
先
験
原
理
ピ
は
直
接
所
．

與
内
容
を
自
同
着
ε
し
て
綜
合
す
べ
し
ビ
い
ふ
こ
ε
で
あ
っ
て
、
「
直
接
所
与
ε
し
て
規
定
せ
ら
れ

る
も
の
の
自
同
性
」
な
る
範
疇
が
之
を
「
あ
ら
は
す
の
で
あ
る
。
ソ
ッ
ヶ
ル
ト
の
所
謂
所
四
国
の
範

疇
こ
い
ふ
．
の
も
即
ち
之
に
外
な
る
ま
い
。
而
し
て
此
場
合
に
く
ゆ
韓
亀
窪
か
ら
U
。
募
窪
く
。
ロ
が
登

現
す
る
の
は
、
一
方
か
ら
い
へ
ば
巳
に
表
象
作
用
の
志
向
的
内
容
を
な
す
本
質
結
合
が
国
本
牲
上

汐
同
性
を
含
蓄
す
る
に
由
る
の
は
勿
論
で
あ
る
が
、
併
し
他
方
か
ら
い
へ
ば
輩
な
る
本
質
は
一
丁
鑑

な
も
の
で
あ
っ
て
　
お
巴
な
も
の
で
ば
な
い
、
そ
れ
は
そ
の
ま
、
で
古
筆
の
思
惟
に
封
ず
る
封
象
ご

同
一
親
せ
ら
れ
る
乙
は
出
來
澱
．
現
實
の
樹
象
ご
な
る
に
は
純
粋
作
用
に
由
っ
て
先
づ
作
用
の

結
合
を
通
じ
て
意
識
の
内
容
こ
な
り
4
更
に
そ
の
意
識
せ
ら
れ
る
ε
い
ふ
こ
亨
の
墓
に
豫
想
せ
ら

れ
る
結
合
の
叢
展
中
に
於
け
る
持
績
こ
い
ふ
黙
か
ら
反
省
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ち
澱
の
で
あ
る

か
ら
、
此
反
省
を
行
ふ
ご
い
ふ
こ
ご
は
純
粋
作
用
の
本
性
に
着
す
る
こ
ご
で
あ
っ
て
、
自
由
な
る
意

　
　
　
　
認
識
塗
魏
の
問
題
（
添
前
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
一
＝



　
　
　
　
　
折
醤
學
研
「
究
、
第
六
拾
滲
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
、
一
二

鵬
，
　
志
の
活
動
に
外
な
ら
漁
ビ
い
ふ
べ
き
で
あ
る
Q
嚢
に
墨
げ
た
リ
ッ
プ
ス
の
〉
二
蔚
お
孫
。
。
碧
些
《
①
津
乃
至

　
〉
窪
誤
。
・
ウ
・
毒
σ
q
り
。
焦
電
哩
ゐ
飢
酢
ざ
い
・
ふ
如
き
冨
δ
誘
N
賃
≦
窪
鳥
§
騎
ご
は
帥
ち
之
を
謂
ふ
の
で
あ
る
。
併
し
意
．

　
志
が
一
度
反
省
を
行
は
ん
ご
決
意
し
π
以
上
は
、
そ
の
仕
方
は
意
志
の
随
意
に
支
配
す
る
を
許
さ

　
や
る
も
の
で
あ
っ
て
、
一
方
面
於
て
は
内
容
を
成
す
本
質
の
内
面
的
結
合
ご
、
他
方
に
於
て
は
思
惟

　
．
の
先
験
原
理
ご
に
規
定
せ
ら
れ
て
、
意
志
の
純
粋
作
用
は
唯
其
成
果
を
承
認
す
る
ご
い
ふ
に
止
ま

　
ら
な
け
ば
な
ら
ぬ
。
換
言
す
れ
ば
表
象
内
容
は
そ
れ
が
意
識
せ
ら
れ
た
こ
い
ふ
こ
ご
の
必
然
の

　
結
果
ご
し
て
、
典
意
識
の
基
こ
な
る
内
面
的
の
謡
扇
を
反
省
し
て
之
を
展
鳴
し
、
封
象
の
定
立
に
導

　
く
力
を
膚
す
る
の
で
あ
っ
て
、
意
志
の
純
粋
作
用
は
そ
の
反
省
を
實
行
ず
る
ε
決
意
し
た
以
上
そ

　
の
成
果
を
承
認
す
る
外
無
い
の
で
あ
る
。
　
此
面
に
樹
心
が
意
志
の
支
配
を
脱
し
、
意
識
に
心
立
す

　
る
ご
い
ふ
意
味
が
成
立
す
る
。
而
し
て
叉
U
。
島
9
く
9
H
が
思
惟
の
最
初
の
機
現
こ
し
て
綜
合
の

　
超
越
綿
要
求
乃
至
當
爲
に
劉
す
る
承
認
ε
い
ふ
意
味
に
於
け
る
右
心
の
本
質
を
、
極
め
て
初
螢
の
．

　
段
階
な
が
ら
に
具
備
す
る
こ
と
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
余
は
此
鋼
断
を
所
輿
定
立
鋼
漸
ご

　
呼
び
た
い
。

八
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所
嘉
定
自
判
噺
は
綜
合
の
超
越
的
要
求
を
承
認
す
る
と
い
ふ
黙
か
ら
見
て
巳
に
論
断
作
用
の

・
本
質
を
具
へ
る
も
の
で
は
あ
る
け
れ
ご
も
、
こ
れ
は
す
べ
て
他
の
一
毛
登
達
せ
る
刎
断
ご
異
り
、
常

に
肯
定
の
質
の
み
を
有
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
之
に
掛
す
る
否
定
の
質
を
有
し
な
い
も
の
で
あ
る
。

蘭
節
に
述
べ
た
が
如
く
戚
性
的
直
観
に
於
て
意
識
せ
ら
れ
る
表
象
内
容
は
そ
れ
が
意
識
せ
ら
れ

る
ご
い
ふ
正
に
其
理
由
を
以
て
、
當
然
其
意
識
の
根
祇
を
反
省
良
風
す
る
こ
ご
に
由
り
所
興
定
立

論
断
を
螢
現
せ
し
め
、
封
象
の
定
立
に
導
く
の
で
あ
っ
て
、
意
識
の
純
輝
作
用
去
る
意
志
は
唯
此
劉

象
の
綜
含
定
立
を
承
認
す
る
露
な
く
、
已
に
反
省
の
實
行
を
決
意
し
た
る
以
上
、
成
果
た
る
甥
象
の

定
立
を
拒
絶
す
べ
き
除
地
は
無
い
。
画
面
定
立
判
断
に
於
て
は
鋤
象
の
綜
合
定
立
の
要
求
乃
至

當
爲
ご
、
承
認
ご
の
間
に
間
隔
が
無
の
極
限
に
蹄
し
て
居
る
の
て
あ
っ
て
、
一
暦
綾
達
し
た
鋼
断
作

用
の
特
徴
こ
な
る
批
劉
的
態
度
こ
い
ふ
如
き
も
の
を
心
理
的
事
實
ご
し
て
此
鋼
断
に
指
摘
す
る

こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
唯
其
極
限
の
場
合
ご
し
て
承
認
ビ
い
ふ
作
用
を
認
め
る
外
無
い
。
而
し

で
此
作
用
の
側
に
於
け
る
所
書
定
立
判
断
の
特
徴
は
正
に
其
志
向
的
内
容
の
側
に
於
け
る
特
徴

に
相
遣
す
る
の
で
あ
っ
て
、
磯
達
せ
る
判
漸
の
志
向
的
内
容
が
マ
イ
ノ
ン
グ
の
所
謂
○
ぼ
象
潟
・
こ

し
て
樹
心
化
せ
ら
れ
る
、
相
互
逼
諭
せ
ら
れ
た
要
素
の
或
關
係
に
於
け
る
複
合
た
る
に
樹
し
、
所
與

定
立
鋼
断
の
志
向
的
内
容
は
前
述
の
如
く
未
だ
何
等
思
惟
に
由
っ
て
匿
諭
せ
ら
れ
ざ
る
、
唯
内
面

　
　
　
　
認
識
憲
槻
の
問
題
（
承
前
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
二
三

’
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哲
學
研
究
第
乗
拾
滲
號
・
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
’
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
四

的
の
相
違
を
有
す
る
に
止
ま
る
所
の
内
容
の
綜
合
な
の
で
あ
る
。
我
々
は
県
側
に
於
て
も
所
與

定
立
京
暦
の
志
向
的
内
容
が
要
素
の
複
合
ε
酔
ふ
判
断
の
一
般
的
本
質
を
其
極
限
に
於
て
現
は

し
，
其
の
華
車
の
方
法
が
表
象
内
容
か
ら
必
然
に
決
定
せ
ら
れ
る
が
故
に
、
從
っ
て
作
用
の
側
に
於

て
要
求
ご
承
認
こ
の
問
に
間
隔
を
容
れ
な
い
の
で
あ
る
ご
考
へ
る
こ
ビ
が
出
摩
る
。
果
し
て
此

様
に
所
與
定
立
剣
断
が
其
綜
合
の
必
然
的
な
る
爲
め
に
、
其
要
求
ご
承
認
ご
の
間
に
聞
隔
を
容
れ

壷
、
否
定
の
劉
立
を
含
ま
ざ
る
黒
子
肯
定
鋼
漸
で
あ
る
こ
す
る
な
ら
ば
、
こ
れ
は
又
必
然
具
傭
正
非

の
封
立
を
超
越
し
て
絶
封
に
鼠
ハ
正
な
る
割
漸
で
あ
る
ご
認
め
な
け
れ
は
な
ら
ぬ
で
あ
ら
う
。
從

っ
て
此
割
漸
を
な
す
墨
画
意
識
は
此
割
断
の
鋼
断
意
識
た
る
限
り
駈
響
応
ω
貯
唾
8
び
＆
娑
。
民
Φ

訂
。
≦
戸
的
。
・
け
。
。
。
貯
ま
。
鰹
p
質
讐
こ
し
て
認
識
の
規
範
意
識
た
る
意
識
一
般
を
實
現
し
、
認
識
圭
観
た
る
資
格

を
有
す
る
の
で
あ
る
ビ
考
へ
る
こ
ご
が
出
一
來
る
。
こ
れ
は
戴
は
極
め
て
舞
ヨ
霧
・
。
」
民
な
主
張
の
や

う
に
見
え
る
か
、
或
は
反
封
に
一
見
甚
だ
窪
鼠
巴
な
こ
ご
に
思
は
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。
併
し
余

は
此
慮
に
事
實
眞
理
の
経
験
的
認
識
に
封
ず
る
最
後
の
根
蝶
が
獲
見
せ
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か

ε
思
ふ
Q

　
先
づ
右
の
主
張
を
鴛
ヨ
ρ
』
ω
ω
巨
な
不
當
な
る
要
求
ご
見
徹
す
人
は
、
恐
ら
く
戚
性
的
直
観
の
所
輿

内
容
を
定
立
封
象
化
す
る
劉
漸
が
果
し
て
号
ω
ぎ
σ
q
蕊
ρ
智
に
依
る
維
樹
肯
定
剣
断
で
あ
り
、
眞
偽
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並
非
の
樹
立
を
超
越
す
る
絶
醤
眞
正
の
鋼
断
で
あ
る
か
ご
疑
ひ
、
例
へ
ば
錯
畳
の
表
象
内
容
を
定

立
し
て
之
を
樹
象
化
す
る
如
き
劉
断
が
儒
を
含
ま
ざ
る
か
ご
反
論
す
る
で
あ
ら
う
。
併
し
此
襟

な
異
論
は
所
輿
定
立
割
断
｝
の
鼠
ハ
意
を
誤
解
す
る
所
か
ら
宣
る
も
の
と
思
は
れ
る
。
如
何
に
錯
畳

の
表
象
内
容
ご
錐
も
、
そ
れ
が
何
等
か
意
志
の
純
粋
作
用
に
謁
す
る
制
限
抵
抗
こ
し
て
威
畳
の
本

質
を
含
む
限
り
、
之
を
醤
象
化
す
る
所
與
定
立
判
断
は
眞
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
そ
れ
が
錯
畳
的

表
象
で
あ
っ
た
ご
し
て
も
、
そ
れ
に
封
ず
る
命
名
鋼
断
の
客
静
的
卓
上
性
を
否
定
せ
ら
れ
る
の
は
、

表
象
内
容
ご
し
て
斯
か
る
意
昧
を
否
定
せ
ら
れ
る
の
で
な
く
、
表
象
馬
継
ご
し
て
更
に
特
定
の
封

象
界
を
構
成
す
る
ア
ブ
ソ
オ
ソ
の
立
場
か
，
ら
該
馬
漕
界
の
成
員
だ
る
資
格
を
拒
絶
せ
ら
れ
る
の

で
あ
る
。
軍
に
戚
性
酌
直
槻
の
内
容
を
甥
象
化
す
る
立
場
か
ら
は
錯
畳
た
る
ご
否
ご
は
幽
す
る

所
で
な
い
。
ご
に
か
く
威
畳
の
本
質
が
直
面
の
統
一
に
結
合
せ
ら
れ
る
限
り
、
そ
れ
は
所
與
界
の

成
員
ビ
し
て
劉
象
化
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
戚
畳
々
表
象
ご
し
て
與
へ
ら
れ
る
と
い
ふ

こ
ビ
は
、
與
へ
ら
れ
て
あ
る
の
か
な
い
の
か
ご
い
ふ
疑
を
愉
し
て
直
接
に
確
歪
な
る
膿
験
に
鷹
す

る
も
の
で
あ
っ
て
、
蕾
に
工
臨
の
み
な
ら
す
、
夢
隔
幻
畳
の
如
き
に
於
て
も
、
爾
凡
て
の
思
慮
解
繹
（
後
に

説
か
ん
ご
す
る
リ
ッ
プ
ス
の
語
を
借
れ
ば
嵜
勢
窪
く
9
に
封
ず
る
U
o
旧
く
ゆ
p
暮
。
『
）
を
除
き
て
、
唯
其

核
た
る
戚
畳
的
表
象
の
駈
與
一
般
に
嗣
“
す
る
限
り
、
そ
の
所
輿
定
立
霜
露
は
絶
鍋
肯
定
翼
廊
で
な

　
　
　
　
認
識
意
槻
の
凋
題
（
承
懸
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
五



　
　
　
　
哲
墨
柳
僻
究
　
　
蘂
山
ハ
拾
妾
槻
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
ご
山
ハ

け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
與
へ
ら
れ
た
る
戚
性
的
直
親
の
所
與
表
象
は
そ
の
濁
自
な
る
性
質
に
由
っ
て

輩
に
想
起
せ
ら
れ
た
る
表
象
ご
直
接
記
念
に
自
己
を
匿
面
し
、
そ
れ
に
由
っ
て
與
へ
ら
れ
た
る
も

の
ご
し
て
野
面
化
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
後
者
が
封
象
的
意
味
を
有
す
る
場
舎
は
そ
れ
が
嘗
て

野
象
化
せ
ら
れ
た
青
畳
的
表
象
の
再
生
た
る
限
り
、
U
窪
ぎ
昌
二
σ
2
に
囑
す
る
再
認
の
判
断
に
よ
り

第
二
次
的
に
樹
象
性
を
賦
輿
せ
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
全
く
前
者
に
依
存
す
る
關
係
の
も

の
で
あ
る
Q
　
こ
れ
が
可
能
な
る
爲
め
に
は
戚
畳
的
表
象
の
封
象
化
が
直
接
に
確
實
な
る
絶
封
肯

定
鋼
断
だ
る
事
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ソ
ッ
ケ
ル
ト
も
所
謂
所
與
性
の
範
疇
に
由
っ
て

成
立
す
る
湿
舌
劉
断
言
は
純
粋
事
實
割
断
が
孤
露
に
關
す
る
唯
一
の
絶
類
不
可
疑
の
鋼
噺
な
る

事
を
認
め
た
ハ
空
。
冨
3
U
・
O
o
σ
q
・
9
詞
戦
鮮
し
∩
・
ω
℃
℃
）
。
併
し
な
が
ら
此
事
を
認
め
る
こ
し
て
第
二
に
は

そ
れ
が
唯
二
個
の
↓
ユ
i
ρ
節
鐸
た
、
る
に
止
ま
り
、
何
等
重
要
な
る
意
義
を
認
識
論
に
劃
し
て
有
す
る

も
の
で
は
な
い
こ
い
ふ
批
評
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
．
斯
か
る
批
評
を
下
す
人
の
論
慷
は
惟
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゴ

に
次
の
如
き
も
の
で
あ
ら
う
。
成
程
凡
て
の
思
慮
解
繹
か
ら
抽
離
せ
ら
れ
淀
戚
畳
的
表
象
の
燐

輿
定
立
は
瓦
窯
肯
定
の
眞
正
な
る
判
断
で
あ
る
事
を
認
め
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
が
、
併
し
凡
て
の

b
。
素
望
帯
び
巽
か
ら
抽
象
せ
ら
れ
た
U
O
芽
窪
く
8
は
唯
戚
性
的
直
槻
の
所
與
表
象
を
定
立
す
る
に

止
ま
り
、
其
内
的
構
造
に
面
し
何
等
の
規
定
を
な
さ
や
る
物
で
あ
る
か
ら
、
我
々
は
之
に
要
し
て
何
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等
特
定
の
概
念
を
質
せ
す
、
如
何
な
る
立
言
を
な
す
こ
‘
ご
も
面
面
す
、
誌
面
斯
か
る
所
與
を
思
惟
す

る
U
o
葬
窪
く
9
μ
は
唯
直
槻
と
、
本
來
の
意
思
に
於
け
る
思
惟
即
ち
U
。
算
2
尋
巽
ご
の
間
に
其
内
的
構

造
に
於
て
は
全
く
前
者
ご
…
致
す
る
も
の
を
介
入
せ
し
め
る
に
止
ま
り
、
認
識
の
三
襟
を
明
に
す

る
上
に
些
の
貢
献
す
る
所
も
無
い
ご
。
併
し
な
が
ら
．
余
は
此
機
な
批
評
に
冒
し
て
U
o
鐸
2
く
8

の
．
所
輿
定
立
鋼
漸
が
絶
醤
肯
定
鋼
断
た
る
こ
ご
を
認
め
、
之
を
直
槻
ご
、
U
o
集
2
書
2
こ
し
て
の
思

惟
ご
の
間
に
麗
く
こ
ご
は
認
識
論
の
研
究
に
於
て
原
理
的
重
要
の
意
義
を
有
す
る
も
の
な
る
事
・

を
主
張
し
た
い
ご
思
ふ
。
抑
も
直
観
を
直
言
ご
し
て
考
へ
る
論
う
、
そ
れ
は
認
識
以
前
の
段
階
に

資
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
我
々
は
こ
れ
に
蜀
錦
ご
主
観
ビ
の
蜀
立
を
認
め
、
叉
そ
の
眞
理
性
に
嗣

し
て
語
る
事
が
出
來
な
い
事
は
い
ふ
ま
で
も
な
い
。
其
故
直
読
に
経
験
的
認
識
の
眞
理
根
襟
を

求
め
、
三
相
異
る
方
法
論
的
ア
プ
ジ
オ
プ
を
侯
っ
て
夫
々
の
経
験
的
樹
種
界
を
構
成
す
る
U
Φ
嘗
色

ま
窪
が
、
同
一
な
る
素
材
に
關
面
し
て
其
相
異
る
方
面
の
・
一
面
的
螢
展
を
な
す
の
で
あ
る
ご
考
へ

る
べ
き
理
由
を
其
中
ζ
求
め
る
こ
ご
は
出
來
な
い
。
批
例
主
義
の
立
場
を
去
っ
て
形
而
上
學
的

立
脚
地
に
移
り
、
直
言
に
於
て
何
等
の
》
簿
霧
け
包
装
に
由
っ
て
も
害
は
れ
ざ
る
實
在
が
そ
の
鼠
ハ
の
姿

に
於
て
示
顯
ぜ
ら
れ
る
の
で
あ
る
ご
い
ふ
如
き
主
張
を
な
す
こ
ご
能
は
ざ
る
限
り
、
凡
て
の
経
験
．

酌
認
識
の
眞
理
的
根
蝶
を
二
六
肯
定
の
興
正
な
る
例
蜥
こ
し
て
の
所
與
定
立
鑑
賞
に
驚
く
こ
ξ

　
　
　
　
認
識
主
魏
の
悶
題
（
承
～
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
二
七
　
　
一
　
、
「
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析
四
墨
・
研
「
究
　
　
餓
工
ハ
捨
滲
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
入

は
、
批
鋼
圭
義
の
立
場
に
於
て
可
能
な
る
唯
一
の
正
當
な
る
立
脚
地
で
あ
っ
て
、
此
判
断
の
超
疑
問

的
絶
醤
眞
正
な
る
こ
ご
が
凡
て
の
纒
験
的
認
識
に
封
ず
る
最
後
の
篠
り
所
を
供
し
、
批
判
主
義
の

立
場
に
止
ま
る
限
り
説
く
こ
ご
を
得
ざ
る
直
直
の
皇
儲
眞
實
性
に
代
は
る
も
の
を
輿
へ
る
の
で

あ
る
。
而
し
て
又
此
所
両
界
の
唯
一
性
に
由
っ
て
方
法
論
的
ア
プ
ヅ
オ
リ
に
從
ひ
構
成
せ
ら
る

、
自
然
ご
文
化
こ
い
ふ
如
き
相
異
る
世
界
の
連
絡
交
渉
が
幽
寂
せ
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
な

し
に
は
批
制
主
義
の
立
場
を
守
る
限
り
そ
れ
等
の
青
旗
界
が
同
一
素
材
の
一
面
的
官
展
ご
し
て

相
連
絡
す
る
こ
ご
を
理
解
す
べ
き
遣
は
無
い
ご
思
ふ
。
余
は
カ
ン
ト
が
プ
ロ
レ
ゴ
メ
ナ
に
於
て

維
験
鋼
断
に
封
諭
せ
し
め
た
知
畳
官
命
な
る
も
の
の
正
面
な
る
意
味
は
此
所
與
定
立
判
断
で
な

け
れ
ば
な
ら
訟
か
ご
思
ふ
。
そ
れ
は
已
に
判
断
で
あ
る
以
上
、
カ
ン
ト
の
考
へ
た
機
に
心
血
的
要

當
性
を
含
ま
ざ
る
如
き
も
の
で
は
あ
り
得
な
い
の
で
あ
っ
て
、
却
て
絶
面
的
要
塞
性
を
享
有
し
、
凡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

て
め
経
験
宝
前
の
姜
當
に
根
援
を
與
へ
る
も
の
．
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
其
成
立
に
は
勿
論
範
疇

を
豫
幸
す
る
の
で
あ
っ
て
、
範
疇
な
し
に
油
断
が
可
能
こ
な
る
鐸
は
な
い
。
唯
カ
ン
ト
が
唯
一
の

経
験
的
認
識
ご
考
へ
た
自
然
の
法
則
的
認
識
に
凄
し
て
は
其
先
行
段
階
で
あ
る
か
ら
、
從
っ
て
其

成
立
に
自
然
認
識
の
構
成
を
な
す
範
疇
が
豫
想
せ
ら
れ
ざ
る
こ
ご
は
南
無
の
こ
ご
で
あ
っ
て
、
此

意
味
に
顧
て
の
み
知
命
判
断
に
範
疇
を
豫
想
せ
す
ご
し
た
カ
ン
ト
の
考
を
面
上
に
理
解
す
る
こ
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ε
が
出
遡
る
Q
カ
ン
ト
は
認
識
の
客
槻
性
を
成
立
せ
し
む
る
普
遍
里
民
性
を
普
遍
性
，
ご
同
一
覗

し
、
普
遍
的
法
則
の
自
然
界
を
以
て
唯
一
の
経
験
的
封
象
界
ご
思
惟
し
た
爲
め
に
、
先
自
然
科
學
的

認
識
野
象
の
所
與
界
に
劃
す
る
知
専
意
断
の
正
當
な
る
理
解
を
有
す
る
こ
ご
が
田
來
な
か
っ
た

の
で
あ
ら
う
ご
思
は
れ
る
が
、
方
法
論
的
洞
察
に
由
っ
て
自
然
認
識
に
封
ず
る
文
化
史
的
認
識
の

本
質
を
明
に
し
た
ソ
。
ケ
ル
ト
が
，
七
種
認
識
の
分
化
に
先
だ
ち
、
そ
の
素
材
ご
し
て
の
先
科
學
的

認
識
の
甥
象
界
．
を
認
め
陀
の
は
重
要
な
る
意
昧
を
有
す
る
こ
ご
ε
い
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
唯
氏
は

そ
の
五
雲
學
的
認
識
の
封
象
界
を
以
て
輩
に
氏
の
所
謂
所
軸
性
の
範
疇
に
由
り
定
立
せ
ら
れ
た

所
財
界
ご
せ
す
、
更
に
氏
の
所
謂
現
心
性
の
範
疇
に
由
っ
て
構
成
せ
ら
れ
た
時
塞
、
實
燈
、
因
果
の
統

一
を
有
す
る
世
界
こ
し
た
の
は
余
の
同
意
す
る
能
は
ざ
る
所
で
あ
る
。
熱
血
ε
い
ひ
實
膿
、
因
果

ご
い
ひ
、
こ
れ
等
の
所
謂
現
官
性
の
範
疇
に
属
す
る
も
の
は
實
は
自
然
科
學
的
な
り
文
化
史
的
な

り
の
方
法
論
的
ア
プ
ソ
オ
ソ
に
由
っ
て
始
め
て
一
定
の
意
昧
を
有
す
る
の
で
あ
っ
て
、
後
者
を
離

れ
て
そ
れ
自
身
に
特
定
の
意
味
を
有
す
る
こ
ご
は
田
面
ぬ
。
例
へ
ば
ミ
ン
コ
フ
ス
キ
イ
の
『
世
界
』

の
第
四
次
元
を
な
す
物
理
的
時
雨
ビ
、
内
面
的
面
諭
實
現
の
過
程
に
干
濡
し
て
歴
史
的
主
訴
の
人

格
的
統
一
に
於
て
成
立
す
る
歴
史
的
金
面
ご
を
同
じ
く
時
間
ご
羅
す
る
も
、
誰
が
其
概
念
内
容
を

同
一
嘉
す
・
る
も
の
が
あ
う
っ
而
し
て
時
間
の
概
念
は
こ
れ
血
相
異
る
學
的
認
識
の
方
法
論
的
ア

　
　
　
　
認
識
三
三
の
問
題
（
承
前
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九
　
昂
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哲
學
研
兜
錐
六
拾
謬
號
　
　
　
　
　
　
　
　
’
　
　
　
　
　
　
　
三
〇

プ
ソ
オ
リ
に
照
合
は
せ
て
之
を
分
化
す
る
の
で
な
け
れ
野
馬
は
正
確
嚴
密
に
其
内
容
を
規
定
す

る
こ
ご
が
出
來
な
い
の
で
あ
っ
て
、
然
ち
ざ
る
限
り
は
爾
方
の
意
味
を
混
合
し
て
論
理
的
に
｛
義

嚴
正
の
規
定
を
容
れ
ざ
る
も
の
に
止
ま
ら
な
け
れ
ば
な
ら
鎗
。
更
に
聖
母
因
果
の
如
き
も
、
畢
に

一
方
特
殊
駒
部
分
の
総
和
ε
し
て
の
全
膿
が
量
的
同
一
を
保
持
し
、
他
方
其
特
殊
推
移
の
間
に
函

数
墨
田
係
の
成
立
す
る
こ
ご
を
意
味
す
る
自
然
科
學
的
の
場
合
ご
、
全
膿
が
目
的
を
内
含
し
て
常

に
部
分
に
表
現
せ
ら
れ
、
部
分
ご
部
分
ご
が
全
膿
の
目
的
雛
菊
ご
い
ふ
媒
介
に
由
っ
て
結
合
せ
ら

れ
る
文
化
史
學
的
の
場
合
ご
で
は
、
全
、
然
其
の
範
疇
の
概
念
内
容
を
異
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
れ
等
の
問
題
は
特
別
の
精
細
な
る
研
究
を
要
求
し
、
少
な
か
ら
澱
困
難
を
豫
想
せ
し
め
る
も
の

で
は
あ
る
が
、
ご
に
か
く
右
の
如
き
例
示
に
由
っ
て
も
充
分
推
測
せ
ち
れ
る
如
く
、
ソ
ッ
ヶ
ル
｝
の

所
謂
現
軸
性
の
範
鰭
に
馬
す
る
も
の
は
實
は
方
法
論
的
ア
ブ
3
オ
ソ
を
倹
っ
て
始
め
て
其
概
念

内
容
を
一
義
酌
に
決
定
せ
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
之
に
先
だ
ち
論
理
的
規
定
を
な
す
事
は
出
來
な
、

い
t
も
の
で
あ
る
ご
思
ふ
。
眞
に
方
法
論
的
ア
プ
ソ
オ
リ
を
離
れ
て
一
．
義
的
に
決
定
せ
ら
れ
る
の

は
所
謂
現
實
性
の
範
疇
で
な
く
し
て
所
與
牲
の
範
疇
で
．
な
け
れ
ば
な
ら
漁
。
之
に
由
っ
て
定
立

せ
ら
れ
る
所
輿
界
の
み
凡
て
の
方
法
論
的
ア
プ
リ
オ
ソ
に
先
だ
ち
成
立
す
る
の
で
あ
っ
て
、
學
的

認
識
の
凡
て
に
共
通
な
る
素
材
ご
な
る
も
の
は
唯
之
に
限
る
。
リ
ッ
ケ
ル
ト
が
其
書
営
0
9
2
お
p



　
鳥
窪
誹
霧
蓬
鼠
ω
ω
o
ヨ
。
ゴ
曽
塗
置
戸
雲
切
。
⑩
識
誹
謎
謎
煽
一
茜
の
初
に
説
い
た
所
謂
恵
山
巽
○
σ
q
窪
。
。
。
困
9
義
き
ニ
ヨ
な
る
も

　
の
は
論
理
的
に
は
こ
れ
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
9
若
し
軍
に
所
與
性
の
範
疇
に
由
っ
て
定
立
せ
ら

　
れ
た
祈
與
界
に
止
ま
ら
す
、
氏
が
實
際
に
説
く
如
き
時
塞
、
實
膿
因
果
の
現
實
性
の
範
曜
に
由
っ
て

　
構
成
せ
ら
れ
た
現
實
界
な
る
も
の
を
、
方
法
論
的
ア
プ
ソ
オ
ソ
の
規
定
な
し
に
學
的
認
識
の
先
科

　
學
的
素
材
こ
し
て
認
め
や
う
ご
す
る
な
ら
ば
、
本
摩
特
定
の
方
法
論
的
ア
プ
ツ
ォ
リ
に
由
っ
て
始

　
め
て
一
義
的
の
意
味
を
有
し
／
得
べ
き
諸
範
疇
を
、
斯
か
る
方
法
論
的
ア
プ
ソ
オ
リ
に
照
合
は
せ
て

　
純
粋
に
分
化
せ
し
め
す
、
相
異
る
立
脚
地
を
混
合
し
て
範
疇
を
多
義
な
ら
し
む
る
如
き
常
識
の
立

　
、
場
を
考
へ
る
外
無
い
Q
こ
れ
は
未
だ
立
場
を
純
化
せ
す
、
異
種
の
彬
成
を
混
合
す
る
も
の
こ
し
て
、

　
事
卓
上
・
或
範
圃
に
於
て
存
在
す
る
も
の
で
は
あ
る
け
れ
ざ
も
、
其
意
義
は
軍
に
事
昌
謹
製
た
る
に
止

　
ま
り
、
其
限
界
は
動
揺
し
て
到
底
論
理
的
に
決
定
す
る
こ
ご
を
許
さ
す
、
一
義
的
な
る
論
理
的
の
意

　
味
を
有
す
る
も
の
8
し
て
認
識
の
一
段
、
階
ご
認
め
る
こ
ご
は
出
盛
訟
。
リ
ッ
ケ
ル
ト
が
科
學
的
、

　
認
識
の
共
蓮
宮
林
こ
し
て
先
科
學
的
認
識
に
就
い
て
説
く
所
は
論
理
ご
事
實
こ
の
混
同
を
含
む

　
ε
思
ふ
。
種
々
の
論
議
を
厚
遇
し
だ
氏
の
個
別
的
因
果
説
の
如
き
も
此
混
同
に
因
由
す
る
難
黙

　
を
免
れ
，
な
い
の
で
あ
る
（
拙
稿
『
個
別
醜
因
果
律
の
論
理
に
就
き
て
左
右
田
博
士
の
敷
を
乞
ふ
』
本
誌

　
第
三
十
號
所
載
屡
照
、
。
．

戯　
　
　
　
　
認
識
主
観
の
問
題
（
承
葡
）
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
瓢
二
、
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哲
農
研
究
　
　
第
山
ハ
拾
塗
號
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
三
二

　
所
與
定
立
理
学
は
経
験
的
認
識
に
於
け
る
合
理
化
の
第
一
段
階
ご
し
て
合
理
性
の
極
小
を
實

現
す
る
も
の
、
之
よ
り
合
理
性
を
減
じ
た
経
験
的
認
識
の
樹
帯
界
は
存
し
な
い
の
で
あ
る
。
而
も

そ
れ
が
如
何
に
極
小
な
る
に
せ
よ
、
範
疇
に
依
る
合
理
性
を
含
む
限
り
、
原
直
親
に
費
し
て
は
課
題

の
解
決
ご
い
ふ
意
味
を
有
す
る
の
で
あ
っ
て
，
全
然
合
理
化
を
受
け
ざ
る
直
撃
そ
の
も
の
ざ
は
概

念
上
明
に
腿
別
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
訟
。
併
し
な
が
ら
駈
輿
界
は
嚢
に
む
述
べ
た
如
く
其
の

乏
霧
に
關
し
て
は
全
然
直
観
内
容
と
一
致
す
る
の
で
あ
っ
て
，
例
へ
ば
Ω
①
σ
q
2
。
。
冨
＆
藍
碧
ご
目
魯
e
二
魯

黒
身
ご
の
相
違
は
二
者
の
馳
。
。
。
。
訂
浮
鼻
舞
に
關
す
る
の
で
な
く
、
唯
そ
の
U
。
。
σ
剛
臣
乏
①
凶
ω
。
に
号
す
る
の

で
あ
る
こ
す
る
な
ら
ば
、
戚
性
的
直
槻
の
内
容
に
於
て
掲
げ
ら
れ
る
所
の
課
題
は
唯
所
與
定
立
剣

断
に
由
っ
て
解
決
せ
ら
れ
た
も
の
を
除
き
て
、
全
部
所
呼
野
に
於
け
る
非
合
理
性
こ
し
て
無
限
の

解
決
を
要
求
す
る
課
題
ご
認
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
そ
の
解
決
が
普
池
の
意
昧
に
於
け
る

思
惟
帥
ち
リ
ッ
プ
ス
の
所
謂
U
Φ
三
《
窪
｛
ま
巽
と
し
て
所
與
定
立
の
U
。
二
上
く
o
p
ご
塵
別
せ
ら
れ
る

忠
惟
判
断
の
負
塗
す
る
所
こ
な
る
。
購
成
的
範
疇
は
こ
れ
等
の
剣
断
の
意
味
形
式
に
外
な
ら
な

い
。
而
し
て
嚢
に
例
示
し
た
如
く
、
時
塞
、
實
禮
、
因
果
の
如
き
構
成
的
丁
半
は
方
法
論
的
ア
プ
リ
オ

ジ
に
照
合
は
せ
て
始
め
て
其
意
味
を
規
定
す
る
こ
ご
が
出
塗
る
の
で
あ
っ
て
、
假
令
名
総
は
同
一

な
る
も
嚴
密
に
論
理
的
規
定
を
な
す
立
場
か
ら
は
概
念
上
自
然
的
ε
文
化
吏
的
ご
の
子
種
に
分
層
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化
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
ソ
ッ
ヶ
ル
ト
は
構
成
的
形
式
ご
方
法
論
的
形
式
置

を
峻
別
し
、
上
記
の
如
き
氏
の
所
謂
現
實
性
の
範
疇
に
適
す
る
諸
形
式
を
構
成
形
式
ご
認
め
、
何
等

方
法
論
的
ア
プ
ソ
オ
ソ
を
豫
曝
せ
す
、
從
っ
て
之
に
基
く
意
昧
の
分
化
を
含
ま
ざ
る
も
の
ビ
し
て
、

之
を
方
法
論
的
形
式
に
封
饗
せ
し
め
た
の
で
あ
る
が
、
余
は
上
述
の
如
き
理
由
に
由
り
之
に
同
意

す
る
能
は
ざ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
氏
の
”
此
匿
罰
は
論
理
上
維
持
す
べ
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
る
ご
考

へ
る
。
所
謂
構
成
的
形
式
な
る
も
の
も
實
は
方
法
論
的
ア
プ
ソ
オ
ソ
を
豫
織
し
て
始
め
て
そ
の

意
味
を
＝
義
的
ヒ
決
定
せ
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
其
瓢
に
於
て
は
所
謂
方
法
論
的
形
式
ご
何
等
異

る
罪
な
く
、
畢
覧
後
者
は
前
者
の
延
長
涙
生
ビ
認
め
ら
る
べ
き
も
の
唯
所
謂
構
成
的
形
式
に
属
す

る
ご
ソ
ッ
ヶ
ル
｝
の
考
へ
た
現
下
性
の
諸
範
疇
は
、
事
酵
母
選
科
學
的
常
識
の
単
勝
に
於
て
其
方

法
論
的
ア
プ
リ
オ
リ
に
暑
く
意
昧
の
分
化
を
な
さ
す
、
混
合
、
不
純
、
多
義
の
朕
態
で
現
れ
乃
こ
と
が

所
謂
方
法
論
的
形
式
の
純
化
せ
ら
れ
だ
一
義
的
の
意
味
を
有
す
る
の
ご
異
る
ば
か
り
で
あ
る
○

而
も
此
逼
別
は
明
に
事
添
上
の
そ
れ
で
あ
っ
て
・
論
理
的
の
意
義
を
議
せ
ざ
る
も
の
、
論
理
上
か
ら

は
所
謂
構
成
的
形
式
も
必
然
方
法
論
的
ア
プ
ソ
オ
リ
に
從
っ
て
純
粋
に
分
化
せ
ら
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
所
靭
性
の
範
疇
に
由
っ
て
定
立
せ
・
ら
れ
た
所
輿
車
を
合
理
的
に
構
成
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
軌

る
範
疇
は
凡
て
方
法
論
的
ア
プ
リ
オ
リ
に
基
い
て
一
義
的
の
意
味
を
享
有
す
る
の
で
あ
っ
て
、
余

　
　
　
　
劔
識
説
観
の
問
題
無
前
）
．
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
三
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細
暫
學
研
究
　
第
六
拾
幽
駕
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
四

は
斯
か
る
も
の
こ
し
て
凡
て
自
然
ご
文
化
史
ε
の
饗
象
界
を
構
成
す
る
範
疇
を
一
般
に
構
成
的

範
疇
ご
呼
ぶ
こ
ど
に
し
た
い
ご
思
ふ
。
所
載
性
の
範
疇
に
從
っ
て
定
立
せ
ら
れ
た
所
輿
界
は
、
一

方
に
於
て
没
嘉
賞
的
普
遍
化
ど
、
他
方
に
於
て
便
値
關
係
的
素
性
化
ε
の
雨
方
向
に
向
っ
て
合
理

化
せ
ら
れ
ん
事
を
要
求
す
る
非
合
理
界
で
あ
る
。
そ
れ
に
は
斯
か
る
爾
方
向
の
解
決
を
求
め
る

課
題
が
其
二
面
ご
し
て
内
含
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
Q
嚢
に
余
は
所
沢
界
ご
し
て
定
立
せ
ら
る
べ

き
威
性
的
乙
津
の
成
立
を
説
く
に
際
し
、
其
内
容
的
構
造
の
方
面
に
の
み
注
目
し
て
、
そ
れ
に
相
帥

す
る
儂
値
的
雌
器
に
驕
し
て
何
等
説
く
所
が
無
か
っ
た
が
、
惜
気
心
門
係
酌
個
性
化
の
文
化
史
納

劉
象
界
の
構
成
に
質
す
る
課
題
の
内
含
を
語
る
に
就
い
て
、
＝
衆
前
の
説
逓
に
補
足
を
撫
へ
る
必

要
が
あ
る
こ
ご
を
思
ふ
の
で
あ
る
が
、
併
し
儂
値
心
馳
の
本
性
は
此
補
足
を
な
す
に
前
の
論
構
を

破
殿
す
る
こ
ご
な
く
、
軍
な
る
補
足
こ
し
て
之
を
能
く
せ
し
め
る
こ
ご
を
信
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

其
物
如
何
こ
い
ふ
に
、
二
値
は
凡
て
意
識
の
志
向
的
醤
象
（
内
容
）
そ
の
も
の
の
直
接
に
有
す
る
所
で

な
く
、
必
ず
或
作
用
が
作
用
の
可
能
翌
翌
膿
の
結
合
を
な
す
純
粋
作
用
の
意
志
的
統
一
に
封
し
て

有
す
る
關
係
に
從
っ
て
生
す
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
な
。
二
値
の
忠
告
的
蛮
農
乃
至
分
類
を
試
み

る
こ
ご
は
極
め
て
重
要
に
し
て
し
か
も
困
難
な
る
問
題
で
あ
る
が
、
我
々
の
容
易
に
氣
付
く
三
値

の
著
し
い
選
別
は
、
想
ふ
に
樹
象
の
有
す
る
慣
値
と
主
峯
の
活
動
が
有
す
る
債
値
．
或
は
甥
象
慣
値



　
O
①
四
〇
器
隠
亡
ω
署
Φ
誌
ε
人
格
債
読
唱
。
議
α
昏
。
窪
く
。
匿
・
。
ぞ
σ
答
ビ
で
も
呼
ぶ
べ
き
二
種
の
便
値
で
は
な
い
か
域

　
思
ふ
。
併
し
少
じ
く
仔
細
に
債
値
の
本
性
を
考
へ
る
な
ら
ば
、
斯
か
る
涯
別
も
右
の
如
き
意
昧
で

　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
は
絡
極
的
に
維
持
す
る
こ
ご
は
毘
來
ぬ
も
の
で
あ
っ
て
、
前
婦
々
・
は
普
遜
に
樹
象
の
有
す
る
債
値
ご

　
・
涌
せ
ら
れ
る
も
の
も
實
は
墨
象
そ
の
も
の
の
有
す
る
所
で
な
く
、
其
醤
象
に
直
言
す
る
作
用
の
純

　
粋
作
用
と
し
て
の
意
志
的
統
「
に
寵
す
る
關
係
が
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
ご
を
見
る
の
で
あ
る
。

　
此
意
味
に
於
て
三
値
ぽ
凡
て
人
格
的
ビ
い
は
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
右
の
如
き
遜
別
は
唯
入
格
の
一

　
部
こ
し
て
の
特
殊
作
用
に
正
す
る
か
、
入
格
の
全
膿
に
記
す
る
か
ご
い
ふ
如
き
相
落
に
蹄
す
る
も

　
の
で
あ
ら
う
。
ご
に
か
く
二
値
が
此
標
に
作
用
の
意
志
的
統
一
に
鯛
す
る
も
の
で
あ
る
ご
し
た

　
な
ら
ば
、
直
言
の
三
六
内
容
は
必
然
領
値
的
意
味
を
内
面
的
に
含
蓄
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は

　
叉
定
立
せ
ら
れ
．
た
る
所
輿
添
の
内
含
す
る
所
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
濾
。
斯
か
る
急
冷
の
普
遍
艶
な

　
る
イ
デ
ー
に
關
係
せ
し
め
て
便
値
關
係
醜
の
文
化
史
的
劉
象
界
が
構
成
せ
ら
れ
る
こ
ご
、
没
二
値

　
的
普
遍
法
則
の
自
然
界
が
構
成
せ
ら
れ
る
如
く
、
而
も
爾
雰
が
同
一
乱
離
界
に
内
面
的
に
掲
げ
ら

　
れ
た
る
課
題
の
解
淡
ご
t
て
連
結
せ
ら
れ
る
こ
、
ビ
は
、
曾
ま
で
述
べ
た
所
か
ら
我
々
の
，
當
然
と
し

　
て
理
解
し
得
る
所
で
あ
る
。
斯
く
し
て
自
然
ご
文
化
史
ピ
の
爾
醤
象
界
は
輩
に
夙
與
的
自
同
者

　
ゼ
し
て
定
立
せ
ら
れ
た
所
與
堺
の
内
に
内
面
的
に
含
ま
れ
る
諸
閣
係
を
、
一
定
の
方
法
論
的
ア
ブ

師　
　
　
　
　
礎
識
烹
魏
の
問
題
（
承
莇
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
三
五
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哲
學
研
究
第
六
拾
滲
號
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
ハ
，

ジ
オ
リ
に
從
っ
て
屡
開
し
、
前
者
の
内
含
す
る
非
合
理
性
を
合
理
化
す
る
論
理
的
構
成
の
不
意
登

展
的
な
ち
成
果
ご
し
て
現
れ
る
。

　
構
成
的
範
疇
に
從
っ
て
所
與
を
展
開
し
、
経
馬
験
態
認
識
の
樹
象
界
を
構
成
す
る
U
。
爵
窪
ま
q
の

思
惟
は
勿
論
、
軍
に
三
主
界
を
定
立
す
る
U
。
募
9
く
9
μ
の
思
惟
ご
錐
も
、
そ
れ
が
必
然
性
、
普
遍
要
當

性
を
要
求
す
る
思
惟
た
る
限
レ
、
純
粋
思
惟
の
論
理
的
原
刻
に
從
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
ご
は
い

ふ
ま
で
も
な
い
。
從
っ
て
諸
構
成
的
範
疇
は
勿
論
所
理
性
の
範
疇
さ
へ
も
、
純
輝
思
惟
の
範
疇
を

豫
想
す
る
ご
い
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
斯
か
る
純
粋
論
理
的
忽
惟
の
形
式
概
念
を
ヅ
ィ
ン
デ
ル

バ
ソ
ト
に
從
っ
て
（
＜
σ
q
ピ
農
圃
民
鉱
び
鴛
角
く
。
諺
○
。
図
。
。
8
ヨ
α
窪
図
9
。
σ
q
O
ユ
①
亭
G
。
・
も
）
反
省
的
範
疇
ご
等
し
、
之

を
構
成
的
範
疇
に
封
立
せ
し
め
る
な
ら
ば
、
反
省
的
範
疇
ば
構
成
的
範
疇
に
豫
鳴
せ
ら
れ
、
後
者
は

前
者
が
そ
の
解
決
す
べ
き
課
題
に
よ
り
方
法
論
的
ア
プ
ソ
オ
ソ
に
從
っ
て
特
殊
化
せ
ら
れ
た
も

の
で
あ
る
こ
い
ふ
こ
ε
が
出
鈍
る
。
已
に
所
母
性
の
範
疇
に
就
い
て
そ
れ
が
所
與
的
自
同
を
意

味
す
る
形
式
概
念
ε
し
て
、
そ
の
成
立
に
論
理
的
自
同
の
範
疇
が
豫
上
せ
ら
れ
る
こ
ご
を
前
櫛
に

述
べ
た
が
、
構
成
的
範
疇
の
如
何
な
る
も
の
こ
錐
も
其
成
立
に
論
理
的
自
同
、
匿
別
の
範
疇
を
豫
想

せ
濾
も
の
は
な
い
。
其
他
普
遍
ε
特
殊
、
全
智
芒
部
分
、
系
列
順
序
、
理
由
ご
館
昇
等
の
純
粋
思
惟
の

演
省
筆
範
疇
も
、
自
然
的
及
び
文
化
史
酌
婦
室
、
實
膿
，
因
果
等
の
構
成
葡
範
傭
に
豫
想
せ
ら
れ
、
後
者
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は
方
法
論
納
ア
プ
リ
肯
ソ
の
示
す
認
識
目
的
に
慮
じ
、
所
輿
界
に
内
在
す
る
課
題
に
鞭
っ
て
前
者

が
特
殊
化
限
定
せ
ら
れ
た
も
の
ご
考
へ
ら
れ
る
。
勿
論
愚
智
の
範
疇
を
論
理
的
に
展
開
し
、
相
互

の
問
に
謝
懸
の
罪
障
を
立
し
、
所
謂
範
疇
の
禮
系
を
建
設
す
る
こ
ご
は
範
疇
論
の
重
要
に
し
て
困

難
な
る
業
に
厨
す
る
の
で
あ
っ
て
、
此
様
な
断
片
的
…
般
論
を
以
て
問
題
を
解
決
し
得
た
り
こ
な

す
如
き
は
許
さ
れ
ざ
る
こ
ご
で
あ
る
が
、
ご
に
か
く
雨
種
範
疇
の
問
に
右
の
如
き
封
慮
の
關
係
が

あ
る
事
は
否
定
出
凍
な
い
ご
思
ふ
。
此
場
合
ヅ
ィ
ン
デ
川
バ
ン
ド
が
爾
者
の
特
色
を
規
定
し
て
、

（
民
が
而
種
の
範
疇
に
属
せ
し
め
た
も
の
の
如
何
な
る
も
の
な
る
、
か
、
笠
ハ
他
種
々
の
細
黙
に
逸
し
て

余
の
上
に
述
べ
た
駈
．
ご
】
致
し
な
い
膀
が
あ
る
か
ご
う
か
ご
い
ふ
如
き
問
題
は
今
措
い
て
問
は

な
い
）
、
構
成
的
範
疇
は
意
識
が
そ
れ
ご
早
立
に
存
在
す
る
内
容
に
本
難
風
す
る
所
の
、
開
係
を
碧
や

｝
益
琶
塗
し
鼠
。
号
昏
9
。
⇒
す
る
形
式
で
あ
b
、
之
に
反
し
て
反
省
麹
範
疇
は
結
合
を
な
す
駈
の
意
識
に

由
っ
て
節
黒
せ
ら
る
、
限
り
に
撃
て
内
容
相
互
の
聞
に
現
れ
る
圏
係
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
ビ

云
っ
た
の
は
（
○
℃
・
簿
ガ
ω
・
蕊
）
、
恰
も
ク
ソ
ー
ス
が
其
著
論
理
學
だ
於
て
判
断
の
根
本
種
別
ご
し
て

因
。
弓
丈
評
語
ご
因
亀
。
滋
○
躊
。
。
霞
⇔
亀
ε
の
二
種
を
説
い
た
の
ビ
（
一
（
一
，
凶
0
9
］
ピ
O
σ
つ
憎
へ
・
ω
●
H
I
い
）
其
軌
を
一
に
す

る
も
の
ε
思
は
れ
る
が
、
此
楼
な
樹
立
の
孚
面
に
前
軍
の
如
き
相
慮
の
醐
．
係
が
存
．
す
る
事
を
槻
過

し
て
は
な
ら
ぬ
Q
経
験
的
實
在
論
に
立
つ
我
々
の
常
識
に
罪
し
て
は
構
成
的
範
疇
は
意
識
雪
濁

　
　
　
　
惣
識
憲
魏
の
悶
題
（
承
碗
）
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
三
七
　
、
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哲
墨
研
究
第
六
鎗
勢
器
r
「
　
　
　
　
　
　
　
　
卑
　
　
　
　
　
　
三
八
，

立
に
存
在
す
る
醤
象
の
閥
係
を
把
握
す
る
實
在
判
断
の
形
式
で
あ
り
、
之
に
反
し
反
省
酌
範
疇
は

窪
く
し
て
把
握
せ
ら
れ
た
る
甥
象
の
表
象
を
更
に
意
識
が
拙
離
結
合
す
る
形
式
で
あ
る
ビ
い
ふ

の
は
否
定
す
べ
か
ら
ざ
る
心
理
的
事
實
で
あ
る
。
併
し
な
が
ら
　
度
批
鋼
主
蓑
の
立
場
に
立
つ

な
ら
ば
、
意
識
の
綜
合
げ
先
だ
ち
之
ご
濁
立
に
存
在
す
る
内
容
の
購
係
な
る
も
の
は
考
へ
る
こ
ご

が
田
馨
な
い
、
そ
れ
は
意
識
の
含
法
酌
綜
合
に
七
っ
て
始
め
て
成
立
す
る
も
の
で
あ
る
。
而
し
て

其
合
法
的
綜
含
に
は
却
て
反
省
的
範
疇
の
純
粋
思
惟
形
式
が
豫
鳴
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
現
實

界
の
構
成
こ
い
ふ
の
は
所
輿
に
内
姦
す
る
類
題
を
純
粋
思
惟
の
反
省
的
範
疇
を
血
て
解
決
せ
ん

ご
す
る
無
窮
の
過
程
を
謂
ふ
の
で
あ
っ
て
、
其
構
成
に
與
る
構
成
的
範
疇
は
、
反
省
的
範
疇
の
班
興

内
容
に
由
っ
て
特
殊
化
限
定
せ
ら
れ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
唯
我
々
が
反
省
的
範
疇
を

反
省
的
範
疇
こ
し
て
思
惟
す
る
ご
き
に
は
構
成
的
範
疇
の
有
す
べ
き
限
定
を
抽
象
し
、
之
を
不
定

に
し
て
前
者
を
反
省
的
に
思
惟
す
る
が
故
に
、
之
を
後
者
の
主
密
計
礎
容
の
如
く
思
ふ
の
で
あ
る
。

斯
く
て
我
々
に
π
い
し
て
は
構
成
的
範
疇
が
先
で
反
省
的
範
疇
が
後
で
あ
る
が
、
理
の
上
か
ら
は

（
号
目
隠
。
⑳
8
鑓
。
ε
却
て
前
蒋
が
後
で
後
者
が
先
で
あ
る
。
唯
現
實
饗
は
無
限
の
構
成
渦
…
程
に
封

ず
る
極
限
こ
し
て
一
義
的
決
定
を
意
冠
す
る
“
も
の
で
あ
る
が
故
に
其
規
定
形
式
も
磁
心
酌
ご
考

へ
ら
れ
、
之
に
反
し
純
粋
思
惟
は
規
定
せ
ら
る
べ
く
し
て
未
だ
規
定
せ
ら
れ
ざ
る
普
遍
の
概
念
を
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醤
象
ご
す
る
が
故
に
主
槻
弓
自
歯
の
結
合
作
用
に
し
て
、
其
綜
合
形
式
だ
る
反
省
的
範
疇
は
ヴ
ィ

ソ
デ
〃
バ
ン
ド
の
所
謂
封
象
的
風
面
性
（
鴨
σ
q
豊
ω
桑
戸
農
。
ゴ
。
Ω
巴
亀
鑑
σ
q
）
を
有
せ
す
、
軍
に
表
象
せ
ら
れ
た

る
姜
當
性
（
4
0
憎
σ
q
o
も
・
け
Φ
淳
o
O
色
宕
洋
σ
q
）
を
有
す
る
に
止
ま
る
（
を
汐
山
。
子
磐
辞
○
や
。
霊
ω
・
轟
。
。
）
如
く
見
え
る

の
で
あ
る
、
　
こ
れ
は
心
理
的
事
實
と
し
て
孚
ふ
べ
か
ら
ざ
る
こ
ご
で
あ
る
が
、
論
理
的
意
味
の
立

場
か
ら
は
其
雫
面
に
存
す
る
歪
軸
、
即
ち
不
定
の
普
遍
は
規
定
す
べ
か
ら
ざ
る
も
の
で
な
く
し
て
、

却
て
規
定
せ
ら
る
べ
き
も
の
、
帥
ち
規
遣
せ
ら
れ
た
る
も
の
に
話
し
て
先
な
る
も
の
で
あ
る
ご
い

ふ
淫
心
を
重
麗
し
な
け
れ
ば
な
ら
漁
。
勿
論
認
識
論
上
の
汎
論
理
説
が
維
持
せ
ら
れ
．
な
い
限
わ
，

構
成
的
範
疇
を
純
粋
論
理
の
反
省
的
範
疇
の
み
か
ら
導
き
來
る
こ
ご
は
出
風
な
い
、
前
述
の
如
く

特
定
の
認
識
目
的
に
照
ら
し
合
は
せ
、
方
面
に
内
在
す
る
課
題
に
從
っ
て
特
殊
化
限
定
せ
ら
れ
な

け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
併
し
な
が
ら
其
理
由
を
以
て
ラ
ス
ク
の
如
く
「
凡
て
の
非
構
成
的
形
式
は
構
成

的
形
式
か
ら
、
後
者
の
軍
な
る
漏
話
的
複
含
稀
薄
化
こ
し
て
理
解
せ
ら
る
べ
く
」
、
そ
れ
に
は
「
反
省
的

圭
観
性
に
由
っ
て
生
ぜ
ら
れ
認
る
人
智
性
扁
が
附
随
す
る
こ
す
る
の
は
（
ピ
効
ω
ぎ
U
δ
い
。
σ
q
鱒
9
団
げ
一
ピ

ω
・
曾
）
、
未
だ
ロ
ゴ
ス
の
鼠
断
言
…
に
徹
せ
ざ
る
見
解
で
は
な
い
か
ビ
思
ふ
。
余
は
反
省
的
範
疇
の
普

遍
が
特
殊
化
限
定
せ
ら
れ
て
構
成
的
範
疇
ε
な
る
も
の
、
而
し
て
構
成
的
範
疇
の
自
然
的
、
文
化
吏

的
二
種
別
を
貫
き
、
所
與
性
の
範
疇
に
至
る
ま
で
反
省
朗
範
疇
が
其
内
に
は
だ
ら
か
な
け
れ
ば
な

　
　
　
ド
認
識
寵
競
の
獅
題
ハ
承
樹
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
三
九
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哲
蟻
研
究
　
　
策
山
ハ
拾
塾
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
（
）

ら
ぬ
こ
ε
を
信
ず
る
も
の
で
あ
る
。

　
構
成
的
範
疇
が
右
の
如
く
虜
輿
に
内
在
す
る
譲
題
を
方
法
論
的
ア
プ
リ
オ
・
ジ
に
照
合
は
せ
て

解
決
し
、
所
輿
の
非
合
理
性
を
合
理
化
せ
ん
ご
す
る
無
限
の
恩
惟
過
程
に
悲
し
其
合
理
化
の
形
式

ご
な
る
も
の
で
あ
る
こ
す
る
な
ら
ば
、
此
範
聴
に
由
る
U
。
鼻
○
⇔
窪
巽
の
黒
黒
に
所
與
定
立
鋼
断
に

於
け
る
ざ
異
り
、
一
般
に
課
題
ご
解
決
こ
の
不
適
含
（
ぎ
9
山
β
舞
9
氏
叶
）
こ
し
て
の
虚
儒
が
現
れ
得
る

こ
ご
は
容
易
に
理
解
出
摩
る
で
あ
ら
う
。
勿
論
課
題
こ
い
ふ
も
思
惟
に
封
ず
る
課
題
は
思
推
ピ

全
然
無
勢
係
に
掲
げ
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
、
そ
れ
は
思
惟
自
身
に
由
っ
て
要
求
せ
ら
れ
た
る
も

の
な
る
限
り
思
惟
に
号
す
る
課
題
と
な
る
の
で
あ
る
。
併
し
な
が
ら
思
惟
の
解
訣
の
種
々
の
方

法
に
相
曝
す
る
種
々
の
課
題
が
同
一
の
所
與
に
即
し
て
掲
げ
ら
れ
る
な
ち
ば
、
其
庭
に
課
題
ご
解

決
ご
の
錯
難
を
生
す
る
可
能
の
存
す
る
こ
ご
は
承
認
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
漁
。
煙
客
的
表
象

内
容
の
意
識
せ
ら
れ
る
こ
い
ふ
こ
ご
は
必
然
に
之
を
自
同
平
群
與
圏
し
て
勤
象
化
す
る
こ
ご
を

要
求
し
、
此
要
求
に
從
ふ
こ
ビ
が
部
ち
課
題
の
解
決
に
外
な
ら
な
い
か
ら
、
同
一
内
容
に
掲
げ
ら
れ

る
課
題
，
は
唯
一
で
あ
っ
て
、
そ
の
解
決
も
之
に
・
憾
が
て
唯
一
で
あ
り
、
課
題
葛
解
決
せ
の
聞
に
不
適

含
を
容
れ
る
間
隙
は
存
し
な
ぜ
。
離
れ
所
帯
定
立
鋼
断
が
絶
謝
肯
定
の
超
虚
儒
的
鋼
断
な
る
所

以
で
あ
る
。
然
る
に
構
成
納
範
躊
に
從
ふ
経
験
的
封
象
構
成
到
断
の
場
合
に
は
、
先
づ
同
一
所
與



に
即
し
て
掲
げ
ら
れ
る
課
題
が
認
識
票
的
を
示
す
方
法
論
的
ア
プ
ソ
オ
ソ
の
相
違
に
從
っ
て
多

様
で
あ
る
か
ら
、
解
決
の
方
向
ピ
認
識
旨
的
ご
の
聞
に
不
適
合
が
起
り
得
る
し
、
次
に
假
命
解
決
の

方
向
が
認
識
目
的
に
適
合
す
る
も
、
藩
命
定
立
本
宮
の
場
合
の
如
く
唯
威
畳
的
表
象
内
容
を
所
與

性
の
範
疇
な
る
唯
一
の
範
疇
に
由
っ
て
定
立
封
象
化
す
る
の
で
な
く
、
此
…
場
合
に
は
褄
合
的
な
る

所
．
輿
を
分
析
し
、
そ
の
含
む
種
々
の
内
面
的
圏
係
に
適
合
す
る
種
々
の
範
疇
に
由
っ
て
封
象
を
構

成
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
曝
し
認
識
昌
的
の
下
に
於
て
も
所
謂
範
疇
材
料
ご
範
疇
、
内
容
ご
形
式
ご

．
の
不
適
合
が
逸
り
得
る
繹
で
あ
る
。
斯
く
し
て
維
験
的
鋤
象
構
成
の
熔
断
に
於
て
は
虚
僑
の
現

れ
る
機
會
が
充
分
に
存
す
る
の
で
あ
っ
て
、
之
に
封
ず
る
劉
蜥
主
擬
は
唯
眞
正
の
巌
巌
…
を
な
す
限

り
認
識
主
簿
ご
し
て
の
意
識
｝
般
ピ
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
今
や
余
は
戚
性
的
直
観
の
成
立

か
ら
斯
與
定
立
鋼
断
を
経
て
維
験
的
樹
象
界
構
成
の
過
程
を
概
織
し
た
の
で
、
其
結
果
を
念
頭
に

概
き
て
再
び
當
初
の
問
題
た
る
認
識
主
観
に
立
翻
り
、
之
に
封
ず
る
大
膿
の
、
考
を
重
め
た
い
ご
思

ふ
。
（
未
兜
）
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四
一


